
　賭博は元来、経済学で扱いにくい行為である。古典的な経済学で

は、人間の合理的な理性による判断を議論の出発点とする。しかし、

賭博（をさせる）という行為は「人間の理性の有限性」につけ込むこ

とで成り立っている。賭場・カジノさらにパチスロ屋は人間の「非合

理な行為」をビジネスの種とする。一方、賭け事の刺激性はある種の

幸福感をもたらす。賭博が「打ち人」を幸福にするとしても、この行

為は「打ち人」本人にとって、さらに彼/彼女にかかわる周りの人々

に対してもいくつかのマイナスの作用をもたらす。

　行政府からみた場合、便益の最大のものは税収増である。社会経

済的には、インフラとゲーミング施設の建設に伴う固定資産投資の

増加、雇用の拡大、宿泊や飲食などサービス産業全般の収益増など

が見込まれる。

　一方、カジノは外部不経済を含む一定の社会的費用をも発生させ

る。カジノは本質的かつ統計的に胴元に収益をもたらす仕組みに

なっている。そのため、来訪者の家計を破綻させるリスクを常に伴

う。賭博行為の「ワクワク感」は精神的・病的な依存につながる。

　マカオのようにさほど広くない土地にカジノ施設を造る場合、土

地という有限の資源を住宅や学校そして病院などといった公共性

の高い用途と奪い合うことになる。人材もまた、カジノとそれに関

連するホテル・レストラン・エンタテインメント施設などに流れて

しまい、他の産業にはなかなか回らない。

　上述のような社会的費用を軽減するための対策がマカオではど

のように行われているのかについて報告する。
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